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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
呼吸器診療に必要な内視鏡医療に関する研究・開発、情報収集と発信、専門医育成・教育、啓発・普及
活動など様々な事業を行ってきた。この中で、学術的に重要と考えられる事業は以下の通りである。 

 

1） 学術・教育プログラムに基づき、本部では学術集会、呼吸器インターベンションセミナー、呼吸器
インターベンション実技セミナーなどを、8 つの支部では地方学術集会を行い、学術的な討論と情
報共有を行っている。 

2） 学術委員会内に用語小委員会、気管支鏡所見分類小委員会、医工連携推進ワーキンググループ、気
管支鏡診療における鎮静に関するガイドラインワーキンググループ、気管支鏡の洗浄・消毒指針ワ
ーキンググループ、喀血ガイドラインワ－キンググループを設置し、我が国における気管支鏡検査
手技の確立と普及に努めている。 

3） 2 ヶ月毎に『気管支学』を発刊、年 3 回程度『Respiratory Endoscopy』を発刊し、学術情報の発信
を行っている。 

4） 1997年度に池田賞、2017 年度に奨励賞、2023 年度に呼吸器内視鏡研究助成を創設し、学術研究を
推進している。 

5） Japan Bronchoscopy Database（JBD）Project は日本全国の内視鏡関連手技・治療情報を登録し、
集計・分析する事業であり、2023 年より登録が開始された。気管支鏡領域では世界でも類を見な
い事業であり、医療の質の向上に役立て、患者さんに最善の医療を提供することを目的としている。
今後、JBD データを用いた学術的な臨床研究も予定している。 

 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
世界の関連学会との交流を深めることを目的として国際委員会を設置している。本学会の気管支鏡専
門医は、故池田茂人先生が設立した国際学会である World Association for Bronchology and 
Interventional Pulmonology （WABIP）の会員となり、運営や発表などで主導的な役割を担っている。 
さらに 2023 年に『Respiratory Endoscopy』（英文誌）を創刊し、日本からの情報を海外に積極的に発
信している。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

本学会は 1988 年に気管支鏡専門医制度を創設し、毎年気管支鏡セミナーや専門医大会を行っている。
さらに、2021 年より支部連携委員会を通じて支部レベルでの実技セミナーを支援し、気管支鏡施設見
学・指導医派遣制度創設して専門医の育成に努めている。現在、気管支鏡専門医は 3,304 名、指導医は
1,643 名（2024 年 3月 31 日現在)おり、全国で標準的な気管支鏡検査、治療の提供に貢献している。 



安全対策委員会では定期的に全国調査を行い、安全な検査手技が行われているかを検証し、その結果を
公表している。 
広報委員会を通じて医療関係者に各種指針、手引きを示すと共に、一般向けに気管支鏡検査の検査・治
療のQ＆A をホームページに掲載し、呼吸器内視鏡診療についての啓発を行っている。 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

評議員は選挙ではなく資格審査により選出している。さらに 2023年よりダイバーシティ・エクイティ
＆インクルージョン推進委員会（ウーマンフォワードワーキンググループ、ライジングドクターワーキ
ンググループ、気管支鏡チーム医療推進ワーキンググループ）を設置し、幅広い会員の学会運営参画に
留意している。 
各支部での学術集会や実技セミナーの開催に対して人的、財務的支援を行うと共に、支部連携委員会を
設置し、学会本部と支部の緊密な連携に留意している。 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本呼吸器学会、日本呼吸器外科学会、日本肺癌学会などと学術集会時の共同企画、診療報酬改定に関
する共同提案や情報交換、肺癌登録合同委員会運営、肺癌診療ガイドライン作成などで連携して活動し
ている。 
 

 


